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疫
病
退
散
集
め
た
信
仰

近
鉄
富
雄
駅
か
ら
畑
の
残

る
住
宅
地
を
歩
く
こ
と
約

分
、
こ
ん
も
り
と
し
た
標
高

１
５
０
㍍
の
山
の
中
腹
に
、

添
御

県

坐
神
社
が
あ
り
ま

す
。平

安
時
代
の
神
社
一
覧
で

あ
る
「
延
喜
式
神
名
帳
」
で

は
「
大
社
」
と
記
載
さ
れ
、

創
建
は
不
詳
な
が
ら
、
古
墳

時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
と
も
言

わ
れ
ま
す
。

こ
の
神
社
は
名
前
の
通

り
、
添
下
郡
（
県
北
西
部
）

に
あ
る
御
県
（
皇
室
直
轄
の

畑
地
）
に
鎮
座
し
ま
す
。

覆
屋
の
あ
る
檜
皮
葺
の

本
殿
は
、
内
部
の
壁
面
か
ら

見
つ
か
っ
た
墨
書
に
よ
り
、

室
町
時
代
初
期
の
１
３
８
３

（
永
徳
３
）
年
の
建
立
で
、

国
の
重
文
。

社
殿
は
西
向
き
で
、春
分
、

秋
分
の
日
は
太
陽
が
生
駒
山

の
最
も
く
び
れ
た
所
に
沈
む

の
が
見
え
ま
す
。
こ
れ
は
古

代
の
方
位
信
仰
の
名
残
と
考

え
ら
れ
、
当
地
の
人
々
の
農

作
業
の
指
標
と
な
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

祭
神
の
須
佐
之
男
命
は
、

疫
病
退
散
の
ご
利
益
が
あ

り
、
古
来
、
病
気
平
癒
や
健

康
維
持
を
祈
る
人
々
か
ら
、

厚
く
信
仰
さ
れ
ま
し
た
。

拝
殿
の
大
絵
馬
に
は
、
明

治

年
に
当
地
に
コ
レ
ラ
が

ま
ん
延
し
た
際
、
人
々
が
病

魔
退
散
を
願
い
参
拝
す
る
様

子
が
、
克
明
に
描
か
れ
て
い

ま
す
。月

第
３
日
曜
日
の
例
大

祭
で
は
、
太
鼓
台
や
子
供
み

こ
し
が
練
り
歩
き
、
初
詣
に

は
行
列
が
で
き
る
、
地
域
に

根
付
い
た
神
社
で
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

新
島
弓
美
子
）
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